
☆地域未来塾研修 

町田市では、子どもたちの基礎学力

の向上を図るため、学校の授業以外で

学習習慣の定着を目指し、中学校の放

課後を活用した地域未来塾を実施し

ています。8 月 22 日（金）に、初め

て地域未来塾の講師の方を対象に研

修を実施しました。 

初めに町田市教育委員会、小松指導

主事より、事前アンケートを参考にし

て以下のような説明がありました。①

町田市の中学生の学習・生活状況につ

いて（２０２４年度全国学力・学習状況調査の結果から）②地域未来塾の現状について（事前アンケート結果

から）③東京都及び町田市が目指している「地域未来塾」について（学び続ける力、学びに向かう力）につい

て。その後に行った各学校の情報交換、情報交換では、現状と成果・課題を６グループに分かれて話し合い、

グループを 2 回に分け、違った所属の方と話し合う機会を確保しました。それぞれのグループでは、和やかな

雰囲気の中にも生徒への思いに溢れる話し合いが展開されていました。共有させていただきましたご意見を一

部ご紹介します。  

・講師が２０名いる学校では、マンツーマン指導で展開している。 

・教科として、数学・英語をメインに行っている。ここ２～３年に、外国籍の生徒が増え、別室指導（日本語

や数学などの教科指導）での見守りが必要となっている。  

・担任制で実施している学校では、週に１回教科（英語・数学）を分けて行っている。 

・居場所づくりとして行っている学校ではおしゃべりもＯＫ。ただし、来たら勉強しようと促している。 

・テスト前に参加者は多くなるが、終わると少なくなる。 

・生徒は課題として Chromebook を持ってきて勉強が自己完結していることがあり、関わることが難しい。 

・地域未来塾に対して負のイメージ（学習が遅れている生徒が行くところ）が定着している様子が見られてい

る。対策として、新入生に地域未来塾について内容を説明してもらうとよい。 

・生徒が使用している教科書・テキストを講師に配布してくれる学校と、そうでない学校がある。 

・定期考査の１週間前から行い、多いときは３０名の参加がある。  

・毎月 tetoru で未来塾の実施予定を通知している。 

・１人の講師が２・３人の生徒を見る場合、勉強が遅れている子が周囲の子の目を気にしてしまうことがある。 

・１回、２・３時間の実施だと生徒の集中力としてギリギリの状況がみられる。 

〇実践取り組み例として、小山田中学校の「小山田地域応援団」通称「ＯＶＲ（Oyamada Village Rooters）」

の、放課後「ゆびとま教室」を紹介しました。 
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☆コミュニティ・スクール （CS）研修 

8 月２６・27 日に CS 研修を実施しまし

た。本年度からスタートした CS 研修は、各

校から管理職 1 名、学校運営協議会の代表の

方 1 名に参加いただき、学校と地域が連携す

る学びを推進する中で、コミュニティ・スク

ールのさらなる前進・発展を目指し、町田市

立小中学校６０校を２つのグループに分けて

2 日間で開催しました。研修の前半は、文部

科学省「地域とともにある学校づくり～コミ

ュニティ・スクールと地域学校協働活動の一

体化推進～」国立教育政策研究所総括研究官

志々田まなみ先生の研修動画を視聴しました。続いて、地域と共に学ぶ力を高めるために「自ら学び、

あなたと学び、ともに創る町田の未来」という演題で 「子どもを中心とした地域との関係づくり」を

テーマに、本市学校支援センターの宮島徹ゼネラルボランティアコーディネーター （東京都ＣＳアド

バイザー）による資料解説がありました。 

後半は、席替えを行い、様々な校種・学校が混ざる形でグループワークを行いました。テーマは、

「子どもを中心とした地域関係づくり」ということで、１グループ５・６名で１０のグループに分か

れ、話し合いを行いました。最後は、グループごとに発表して、参加者全体で情報共有を行いました。

各グループの発表内容の一部をご紹介いたします。 

 

【学校の視点】 

・地域の教育資源、何ができるか・何をしてもらえるかについて、協議を行う。 

・ （小学校）サマースクールの人材確保。 

・中学生による地域防災の役割。 

・中学校は、課題の共有が難しい。 

・ （小学校）学校の課題を学校運営協議会に出して共有を図っている。 

・学校は、地域活動を積極的に取り組む（地域の清掃、地域の歴史を探求する等）。 

・子どもたちによる感謝の会を実施する（コロナ前 → 会食会、コロナ後 → 徐々に戻していく）。 

・子どもたちは、関わりがないと一般の方と区別がつけにくい。 

・子どもたちに、関わりのある方（登下校安全パトロール、学習ボランティア等）の紹介を行う。   

・地域人材の発掘で、読み聞かせ、部活動の対応、不登校等の子どもの対応等が増えてくる。 

 

【学校運営協議会の視点】 

・学校と連携して、子どもの成長にどの様に関わるか。 

・コロナを過ぎてから、学校運営協議会だよりが発行される。 

・学校運営協議会、学生、民生児童委員が中心に不登校の対応を行っている。 

・学校運営協議会とＶＣ、活動していることを地域と保護者に知らせるお便りの発行。 

・子どもと学校運営協議会のつなげ方。 



・学校運営協議会と子どもたちの話し合

い、シンポジウムを昼休みに開催した

い。 

・学校運営協議会の見える化をどの様に図

るか。 

・学校、学校運営協議会の立場で子どもた

ちをどの様に育てるか。 

 

【地域の視点】 

・地域の取り組みとして、学校のみならず、

学校・クラス以外で活躍する場所を設け

ている。  

・地域の課題としては、子供会の衰退があ

る。お祭りに山車を出すときに、・中学生

のボランティアを募る。 

・集まらない背景を考えると、現役世代の

保護者が地域とつながっていない。 

・学校が３０・４０代の保護者をつなげる

接着剤の役割を担う。 

・子どもを引き出す活動を行い、その後ろ

に居る保護者も引き出す。 

・子どもと地域の方（人）とのかかわり方

について 

・学校運営協議会、地域の声を上手く聞い

て学校に戻す 

・核家族の問題について。 

・地域の方が暖かい。 

・地域にコミュニティーがない。 

・コロナ後、そもそもあったコミュニティー

が減少。 

・新しいコミュニティーづくり → 花壇・安

全パトロール 

・同じメンバーが違う場所でコミュニティー

を作っている（メンバーが同じ）。 

・２世代・３世代を取り込んで、小さなファミ

リー的つながりをどの様に作るかが課題に

なる。 

 

○最後に、VC でもご活躍されている、関根教育委員に「講評」をお願いしました。関根教育委員に

は、お忙しい中、参画を賜りありがとうございました。 

（文責；学校支援センター 宮島 天利 黒部） 



★皆様からいただきましたアンケートの一部をご紹介いたします。（AI マイニングによるキーワード） 

（質問の一部・回答の一部） 

○研修について（満足・不満足） 

・様々な学校の具体的な取り組みを参考にすることができた。 

・学運協と地域学校協働活動について改めて理解を深めた。 

・内容は良いのだが絵に描いた餅なので不満が残る。 

・前半の説明が長すぎて、後半のグループワークが短すぎた。 

・共通理解が生まれ、今後話し合いを進めやすくなったと感じた。 

・町田市として CS を推進しようというメッセージが伝わった。 

・より広い市内の方々のお話を伺う事ができ、大変参考になった。 

・小学校と中学校では地域と児童生徒との関わり方が違ってくる。 

・内容はよく分かりました。資料の文字が見えにくかったです。 

・CS の役割についての理解は深まったが、具体的に自校でどのように活動していくかという案は考えられていない。 

・プレゼン資料に基づく説明などは、とてもわかりやすかったが、プレゼン画面が見にくかった。 

・動画視聴は事前でも良いと思いますが、現状の考え方に気づきもありました。 

・他校の学校運営協議会代表の方々との意見交換が、とても有意義な時間となりました。 

・他の学校の様子などを聞けたこと、グループワークで考えをお伺いできたことが有意義でした。 

・貴重な資料でしたが、文字が小さ過ぎて読み取れない部分が多いのが残念でした。 

・改めて学校運営協議会について学ぶことができた。また、他地域の方々と情報共有を行うことができてよかった。 

・学運協とは何をする機関かを明確にするような講習があると今後の活動に反映させやすいと感じました。 

・地域学校協働活動について学校運営協議会の委員の方にも理解していただけたので。 

 

○貴校の学校運営協議会が抱えている課題についてお答えください。 

・みなさん建設的な意見を出してくれる。予算が不足している。課題が何か共有していくこと。 

・委員の方々が今の活動以外に出来る事はないかと模索しています。 

・地域の協力者が不足している問題は学校運営協議会の問題を超えた社会の問題でもある、 

・町内会のあり方なども含めて行政の地域コミュニティーの再生が必要 

・少しずつ委員を変えていかねばならないこと(高齢の方がいらっしゃるので) 

・学運協の地域・保護者への認知度の向上、教員・保護者へ学運協の認知度が低い 

・学校に対して協力的であるが、会の持ち方など、一部形骸化している感がある。 

・今後の後任となる委員の選出、学運教の役割が保護者に周知されていないこと 

・コミュニティ・スクールについての理解を、保護者・地域の方々に、より広めていくこと。 

・生徒と地域の結びつきを継続させていくような工夫を進めていくこと 

・コロナ禍後の地域連携の変化や高齢化で地域をつなぐ後継者問題 

・会議の回数が少なく、充分な話し合いができていないように感じます。 

・教職員の意識改革、透明性の担保。 
 

 

 

＊町田市教育委員会では、いただいた貴重なご意見は、真摯に受け止め、次年度以降に生かして参ります。また、この度

の研修で得た情報は、今後、学校運営協議会で活用し、地域協働活動の推進となるようお願い申し上げます。 

 

 


